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新しい  かたち  の三省堂書店　　常に時代の声を聴き、新しい形態を生み出す三省堂。「書店」という枠にとらわれない新しいかたちの書店を提案する。本の売買の方法、書店での過ごし方、建物の在り方を問い直し、未来の神保町・書店の提案をする。 鳥居 澪
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複雑な地形によって生まれる動線の複雑さ 移動によって思いがけない本と出会いがある 外側通路　古書店のような本に囲まれた空間

内側通路　神保町の街に本棚があるような空間

細かいルーバー梁によって
柔らかい光が入る

階高を低くすることで
一番上の本棚にも手が届く
大量の本に囲まれる空間に

古書店の魅力を
生かしたデザイン

外側通路

内側通路

素材が異なる床
空間の違いが生まれる
内側の床はパンチング

内側通路

外側通路

換気
ノコギリ屋根

アーチにすることで
構造的に強く
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透明エレベーター
動線を見せる

透明と半透明のガラスの組み合わせ
外から中にいる人の動きがぼんやり見える。
様々な年齢の人が見えるだけで誰でも入りやすく。

紙の本は電子書籍と比べ記憶の定着
が良い

学習本・参考書に力を入れる三省堂
実際に参考書を解いて買う事ができる

本の売上減少
しかし新書は多く入荷

１. 本屋の悪循環

4. 古書店の記憶を残す三省堂

ー矛盾

取次
書店

消費者

本が余る 在庫問題 紙の資源問題
雑誌の付録廃棄

書籍

書籍代

売れ残った本を
返本

買いたい本はQRで読み取り、
決済した本は家に届く。

書籍配本

古書店

2. 本の販売・展示方法

中通路
トラス構造で強く

大量の本が吸音材の役割となる。大空間の吹き抜けにより
音が発散し子供連れでも声・音を気にせず入りやすい。

見本品

店舗には見本品の一冊のみ

外のような開放感と森のような静けさ

神保町は世界一の本の街であり、古書店
から新書を取り扱う本屋が多数存在する

試し読み・
立ち読み

紙質・手触りを
確かめる

3. 日焼け・雨の心配がない本屋

5. 人の行動に合わせた本棚デザイン

周辺建物に囲まれ不整形の敷地をそのまま利用
柱梁の存在感がなく本棚に囲まれた森のような建築

薄いスチールの
本棚が主構造
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背板＝壁

側板＝柱

柱・梁　ピン接合

200

面トラスで構造が強くなるよう開口位置を決定

底板＝床

スチール本棚詳細

光は下に行くほど暗く

電子書籍

紙の本

神保町駅

三省堂三省堂


